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鋼製橋脚隅角部補強の施工における現場計測
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29施工計画

1 ．はじめに

　本工事は、高速中央環状線平井大橋入口付近と
小菅入口付近の鋼製橋脚隅角部において確認され
ているき裂損傷に対し、隅角部補強を行う工事で
ある。補強対象の橋脚は、平井工区で 5橋脚、小
管工区で 3橋脚であった。図‒ 1に平井工区の隅
角部補強を示す。

　補強部材は鋼桁と橋脚の立体隅角部への 3次元
当て板補強構造であるため、橋軸方向（主桁）・
橋軸直角方向（横梁）・鉛直方向（柱）に密着さ
せる必要がある。そのため、部材製作において
は、適正な現場計測結果の反映が求められる。
　本報告では、現場計測およびその結果の反映段
階におけるヒューマンエラーを防止する一例とし
てその内容を報告する。

図‒ 1 　平井工区の隅角部補強

工事概要
⑴　工 事 名：鋼製橋脚隅角部補強工事28‒2‒ 1
⑵　発 注 者：首都高速道路株式会社
⑶　工事場所：東京都葛飾区西新小岩二丁目他
⑷　工　　期：2016年11月 8 日～2018年11月26日

2 ．現場における問題点

1 ） 　対象となる構造物は、主桁・横梁・柱が交
差する立体隅角部の補強であるため、 3次元
での位置関係を把握する必要があった。また、
計測結果を図面寸法に反映して製作するため、
上流部門から下流部門への意思伝達を確実に
実施する必要があった。

2） 　計測対象が同じような形状で同種構造の隅
角部であったことから、鋼製橋脚隅角部内面
での計測は、計測対象（位置）を間違えるリ
スクが非常に高かった。計測箇所が多数ある
こと、箱桁内での薄暗い作業環境であること
からも計測ミスを生じる可能性があった。

3） 　河川堤防内での施工であった平井工区は渇
水期中に施工を完了する必要があり、一方、
都道直上で夜間通行止めを要した小管工区で
は工期短縮が求められていた。

3 ．工夫・改善点と適用結果

1 ） 　現場計測は、PIXXISを用いた 3次元座標
計測とメジャーを用いた 2次元計測の二通り
の計測を実施した。異なる 2ケースの計測を
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実施することにより、計測ミスの有無を確認
することができる。 2ケースの計測結果が異
なった場合は、再計測を実施して正しい計測
結果を採用した。図‒ 2に 3次元座標計測を
示す。また、現場計測結果を設計図面に反映
する方法として、計測結果を反映すべき図面
寸法は計測前に「☆印」を付けておき、計測
後に「☆印」から「★印」に変更するという
ルールとした。これにより、設計図面への現
場計測結果の反映が一目瞭然となり、製作段
階における計測結果の反映漏れを防止するこ
とができた。図‒ 3に設計図面の一例を示す。

2） 　箱桁内面の計測作業では、計測場所の間違
いを防止するために計測対象に記号を表示す
るとともに、計測対象物の写真を撮りながら

図‒ 2 　 3次元座標計測

図‒ 3 　設計図面の一例

計測を実施した。これにより、計測箇所を確
実に明示できるとともに、計測後に再確認も
可能となり、位置関係のミスをすることなく
計測することができた。小寸法部材の計測で
は、小寸法そのものの実測だけでなく、必ず
小寸法の合計となる大寸法も実測して、計測
ミスを防止することとした。

3） 　上述したような対策を講じても計測ミスや
計測結果の反映ミスが完全になくなることは
ないと考えて、計測結果を反映した補強部材
のフィルムにより部材設置位置出し（罫書き）
を実施した。図‒ 4にフィルムによる確認を
示す。フィルムは工場製作段階で作成し、仮
組検査で製品との照合確認を実施した。その
後、同じフィルムを使用して現場での罫書き
確認を実施した。

4 ．おわりに

　本工事では、鋼製橋脚隅角部の施工における現
場計測およびその結果の反映段階におけるヒュー
マンエラーを防止するための工夫により、精度の
良い施工を実施することができた。本報告が、今
後さらに増大していく橋梁保全事業の施工におい
て一助になれば幸いである。
　最後に、本工事の設計・施工にあたりご指導い
ただいた首都高速道路株式会社の皆様方にお礼を
申し上げます。

図‒ 4 　フィルムによる確認


